
【
石
動
山
文
書
〕

鹿
島
郡

一
八
三

O

能
州
石
動
山
之
事
.
有
=
馳
走
-之
旨
被
-
一
間
召
一候。

勅
願
所
異
z
子
他

(
羽
柴
禿
吉
)

之
間
.
筑
前
守
以
=
椛
威
一
一
丹
治
無
=
相
違
}
可
ν
有
-一
申
沙
汰
一
候
。

別
可
ν

天

正

十

年

(
案
十
る
に、
不
破
直
光
が
柳
ケ
瀬
の
役
後
牢
浪
し
た
る
間
の

事
怒
る
ベ
し。

そ
の
佐
k

成
政
を
佐

々
木
陸
奥
守
と
書
し
た

る
と
と
は
、
前
回
利
家
が
天
正
十
二
年
九
月
五
日
附
を
以
て

瑞
泉
寺
に
興
へ
た
る
文
書
陀
も
見
ゆ
。
)

十
周
十
七
日
D

正
親
町
天
皇
、

mm
柴
秀
吉
の
臣
蒲
生
氏

郷
を
し
て
、
石
動
山
天
平
寺
を
復
興
せ
し
め
給
ふ
。

十
不月

破(土
彦号討

段

安富
山ー}II

康

在

判

十
二
月
朔
目
。
前
田
利
家
、
鳳
至
郡
諸
橋
村
百
姓
次
郎

兵
衛
に
、
百
俵
の
地
を
扶
持
す
。

【
諸

橋

文

書

】

鳳
京
郡

一

八

三

-

一

諸
橋
村
高
之
内
を
以
、
武
拾
依
令
日一扶
持
一
畢
。
惣
地
下
之
儀
可
-一肝
煎
一

七
六

(
天
正
卜
一
年
〕

十

一
月
廿
二
日

(利
家
)

前
回
叉
左
衛
門
尉
敗

平

hri

庁，

A
m
v

r
21

ロμし
ド

ヨ司

十
一
周
廿
二
日
。
前
田
利
家
、
山
城
賀
茂
別
雷
祉
に
、
調

柴
秀
吉
の
命
に
よ
り
同
一
枇
領
を
安
堵
せ
し
h
u
D

【賀
茂
別
雷
榊
枇
文
書
】

山
城

一
八
三
一

加
茂
枇
領
能
州
羽
咋
郡
内
五

ケ
村
在
k

分
、
井
賀
州
金
津
庄
拾
ケ

村
一帯
、
如
z
先
K

一可
-
拘
渡
一候
。
分
闘
中
何
も
無
=相
違
一申
付
候
僚
如
ν

此
候
。
恐
k

謹
言
。

天
J簡工E
生 -1-
飛2-

1&.11高年
寄工)十

限 月
寸ー

七
日

(部
里
小
路
充
房
)

左

中

排

秀
/ .. /~ 

;J]'~ 

吉

石2
*IJ 

震
z

叡
忠
一
候
。
依
天
気
執
蓮
如
ν

件
。

を
か
け
、
修
理
亮
が
腹
之
切
様
見
候
て
.
手
木
に
可
ν
仕
よ
し
申
付

而、

東
四
ひ
そ
っ
と
静
候
へ
ば
.
妻
子
指
殺
、
同
名
之
者
共
七
八
十

腹
を
切
、
廿
四
日
相
来
申
事
。

一
、
従
ν
共
も
直
に
加
州

へ
出
馬
候
庭
、
諸
城
雌
--
相
拘
候
一
筑
前
守

太
刀
風
に
稿
、
加
州
・
能
州・
越
州
迄
平
均
相
果
候
。
依
ν
之
加
州
金

津
と
申
城
に
立
ν
馬
、
閣
之
置
目
等
申
付
.
内
K

越
後
長
尾
人
質
を

出
候
て
、
筑
前
守
衣
第
と
被
ν
申
候
僚
、
令
=
赦
免
一
候
事
。

就
ν
中
従
=前

K

一
被
=
相
談
一
儀
候
依
，
向
後
者
何
に
て
も
御
用
品
可
可
ν
蒙
ν
仰
候
。
不
v

可
ν
存
=
疎
附
-候
。
狛
使
役
任
=口
上
一
候
保
令
=
省
略
-候
。
恐
慌
謹
言
。

天

正

十

年

一
、
廿
三
日
息
を
も
つ
が
せ
て

は
手
間
可
ν
入
と
存
‘
日
本
之
治
時

候
像
、
兵
共
を
討
死
さ
せ
て
も
.
筑
前
守
不
覚
に
て

ハ
有
問
敷
と

存
、
ふ
つ

伐
と
思
切
、
四
日
一亥
之
刻
ニ

乗
入
制
ν
首
候
事
。

一
、
城
中
に
石
臓
を
高
築
、
天
守
を
九
重
に
揚
、
柴
岡
武
百
許
に

て
取
筒
、
城
中
せ
ば
〈
候
僚
、
諸
勢
人
と
み
候
ヘ
ペ
互

ニ
友
道
具

に
て
手
負
討
死
之
人
有
ν
之
に
よ
っ
て
、

惣
人
数
之
内
よ
り
兵
を
指

出
.
天
守
之
内

へ
討
物
ば
か
り
に
て
切
入
せ
候
へ
ば
.
七
度
迄
雌
-一

切
出
候
一
相
戦
儀
依
ν
不
ν
叶
.
天
守
之
九
重
闘
に
取
上
、
諸
軍
に
詞

(
上
容
}

前
回
孫
四
郎
股

御

宿

所

十
周
十
六
日
D

徳
川
家
康
、
不
破
直
光
に
、
そ
の
佐
々

【山
石

間

文

書
】

越
中

一

八

三

八
(利
家
)
戸
内
対
)

其
以
来
不
=
申
入
一候。

御
床
敷
存
候
。
又
左
御
留
主
中
震
=
御
見
廻
一

以
=
使
者
一
申
入
候。

切
K

可
-一申
述
一
之
鹿
.
所
努
故
乍
ν
存
令
-一無
一音
一
定

所
存
之
外
候。
自
然
変
元
似
合
式
御
用
於
=御
座
候
一
者
可
ν
承
候
。

明

不
v

可
ν

存
=
疎
意
一
候
。
恐
k

誠
一一言。

戸

一

大

正

十

二

三

(

佐

々

九

月

晦

日

成

政

在

判

(
別
勝
)

前
悶
孫
四
郎
殿

御

宿

所

イ左

内
競
助

成

政

報

九
月
晦
目
。
佐
々
成
政
、
前
田
利
勝
に
、

書
を
典
へ
て

久
澗
を
叙
す
D

九長
結月手

〔四，!p.
与え盟 日

斜 ~

y~ 

.1:; 

六

秀翁 10
柴

~ 
口

在
~I 'リ

成
政
に
通
牒
し
七
る
を
賞
す
D

【
温

故

見

徴

】

一

八

ニ

九

(
佐
々
成
政
)

佐
々
木
陸
奥
守
へ
申
越
候
趣
‘
委
細

得
=
其
意
一
候
。

此
上
孤
被
ν
翠
=

戦
功
一
奉
ν
封
=
信
長
一
於
ν
被
-一忠
節
-
者
、
年
来
別
市
申
談
候
上
ハ
、
御

身
上
之
義
雄
分
無
=
疎
一
意
一
可
=
引
足
申一
候
。
於
--時
宜
-者
可
=御
心
安

候
。
猶
明
--後
音
之
時
一
候
。
恐
k

謹
一
言
。




